ナラティヴ犯罪学における近年の展開 ―規範的コミットメント・ナラティヴ的介入・ナラティヴ的闘争― by 平井　 秀幸
175－ －
四天王寺大学紀要　第 68 号（2019 年 9 月）
ナラティヴ犯罪学における近年の展開
―規範的コミットメント・ナラティヴ的介入・ナラティヴ的闘争―
Recent Developments in Narrative Criminology:  




















































に用いられるのかを探求する」（Presser & Sandberg 2015a：1）とされる。山口毅も述べるよう
に、ナラティヴ犯罪学は必ずしも刑法犯等に代表される狭義の「犯罪」概念を自明視せず、研
究対象を社会的ハーム（social harm）にまで拡大しようとする志向性を有するが（山口 2018）、



















年のナラティヴ犯罪学に強い影響を与えている Sadd Maruna や Lonnie Athens の研究（Maruna 
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さほど問い直す必要のない前提とされている印象を受ける（Presser 




































































れは、Presser と Sandberg によって編まれたナラティヴ犯罪学の主要リーディングスである


























































　まず、Maruna と Stephen Farrall による「第一次的離脱（primary desistance）」と「第二次的離






























































　シフト A とシフト B は、上述のように、「贖罪の脚本」やそれに関連した「離脱」研究の議
論をある種反対方向から挟撃するような批判として把握できる。しかし、それは必ずしもシフ












　Presser と Sandberg は、ナラティヴ犯罪学の目標として、「ヘゲモニー的なストーリーを精査
し、創造的なストーリーテリングに対する構造ゆえの限定条件づけを調査すると同時に、抑圧
された者の語りが世界についてのヘゲモニー的理解を転覆する様子を調査すること」（Presser 
& Sandberg 2015a：14）を挙げているが、換言すればこれは、シフト A とシフト B を同時に達
成すること（ナラティヴの現実組織化作用と現実制約作用を同時に探求すること）を意味して










3 － 2、ナラティヴ犯罪学における doing gender 研究
　そうした分析の具体例として、ここでは doing gender 研究をとりあげよう。平山亮は、Candace 






















































　先述のように、こうしたフェミニズム的観点からの doing gender 研究は、シフト A とシフト
B を接合するナラティヴ分析として、現代のナラティヴ犯罪学の最前線（のひとつ）を構成す
るものとみることができる。とはいえ、フェミニズム的なナラティヴ犯罪学はそれ以上の含意







ントであると言える。例えば上で触れた平山の研究では、男性介護者の doing gender を対象と
した経験的研究が“行われている”が、その一方で、「doing gender の観察」それ自体ではなく、
「doing gender による社会変動の道筋を探る問い」（平山 2017：151）の解明が、より高次の目
的として“めざされている”。Miller らや Fleetwood の研究も同様だろう。フェミニズム的観点





示しない」かたちでシフト A とシフト B を接合しようとするナラティヴ犯罪学の展開も十分に
4 4 4
あり得る




























されない点で、仲野の研究と doing gender 研究とのあいだには大きな隔たりがある。さしあた
ってここでは、規範的コミットメントの明示を迂回したとしても、シフト A とシフト B の接合
を志向するナラティヴ犯罪学研究は遂行可能である
4 4 4 4 4 4 4
、という点を確認しておこう。
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」ナラティヴ犯罪学ではあり得ず、「（研究者は暗黙裡に）規
範的なコミットメントを（常にすでに行っているが、それを）明示しない



















































　重要なのは、Maruna が第三段階の「離脱」研究の理想型を、Thomas LeBel らが進めている



























































































































トメントの正当性をめぐる闘技 5 を継続していくさまとしてイメージできる（図 1）。それぞれ










ティヴへの介入」であると整理できるだろう。A ～ D の各象限のあいだで、また、A ～ D の各
象限内部において、多様なナラティヴ的介入による闘技が行われていくことになる。


































































































































































































関する harm の産出に関与している」（仲野 2018：27）ということを認めている。つまり上記の場合は、
仲野は今後も変わらずにハーム産出に関与していくということになろう。
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